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※　成果指標及び数値目標は、選定時に設定したものである。

ビジョン
（施設の目的・目指すべき方向性）

ミッション
（施設の社会的使命や役割）

主たる事業所の所在地
（代表団体）

９０％以上 ９９．７％ -

令和６年度実績

－－

－ －

※　数値目標は選定時に設定した数値であり、市設定の数値を上回る目標を指定管理者が設定している場合、市設定
の数値は括弧書きで表している。

（２）その他利用状況を示す指標

指　標

農林業体験教室参加者のうち、農
林業に対する理解度が向上したと
回答した割合

非公募理由

管理運営費の財源

令和６年４月１日～令和１１年３月３１日（５年）

公募

指定管理料及び利用料金収入

９９．７％１１０，０００人以上 １０９，１８４人来園者数

令和６年度　指定管理者年度評価シート

１　公の施設の基本情報

施設名称 千葉市ふるさと農園

条例上の設置目的

来園者数

農林業体験教室参加者数

１１０，０００人以上

１，４００人以上

市民サービスの向上により、多くの市民に利用してもらい施設利用者の満足度を向上さ
せる。

経済農政局農政部農政課

２　指定管理者の基本情報

所管課

・都市と農村の交流を通じて、千葉市の農林業の振興に貢献する市民を育成すること。
・農を学び、実践する市民を支援し、農に関わる市民を増やすこと。
・農とふれあい、楽しむ体験を通じて、市民の農林業に対する理解を深めること。

農林業に対する市民の理解を深めるとともに、いこいの場を提供し、農林業の振興に寄
与するため、ふるさと農園を設置する。

・千葉市の農林業の振興に貢献する市民を育成すること。
・農を学ぶ機会や農を実践する場を市民に提供すること。
・農を知り、楽しむ機会を市民に提供すること。

制度導入により見込まれる
効果

指定管理者名

構成団体
（共同事業体の場合）

指定期間

選定方法

農林業体験教室参加者のうち、農林業に対する理解度が向上したと回答した割合

成果指標※

９０％以上

数値目標※

農林業体験教室参加者数 １，４００人以上 １，４５２人 １０３．７％

株式会社マイファーム

京都府京都市下京区東塩小路町607番地辰巳ビル1階

（１）成果指標に係る数値目標の達成状況

３　管理運営の成果・実績

成果指標 数値目標※ 令和６年度実績 達成率※
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※「計画」とは、事業年度ごとの事業計画書で定めた計画額を示す。

  「提案」とは、選定時の提案書、事業計画書で指定管理者が提案した見積額を示す。

間接費の配賦基準・算定根拠

計画 42,751 34,567 計画－提案 420合計

実績 42,751 37,599 実績－計画 0

提案 42,331 33,439

計画 0 4,500 計画－提案 0間接費

実績 0 4,500 実績－計画 0

提案 0 5,000

計画 4,437 200 計画－提案 37
備品購入費用の抑制

その他事業費

実績 3,145 0 実績－計画 △ 1,292

提案 4,400 100

点検等の結果、修繕等の対応が発生しなかったため

計画 9,816 7,108 計画－提案 2,196 実施内容や最低賃金の引上げを踏まえた積算の見直し委託費

実績 8,670 7,045 実績－計画 △ 1,146

提案 7,620 3,063

自社職員による講座実施による外部謝金の減

計画 10,764 7,753 計画－提案 1,140 講座内容見直しに伴う外部謝金の増
事務費
管理費

実績 9,121 9,320 実績－計画 △ 1,643

提案 9,624 11,114

自社職員による講座実施、最低賃金の引上げ等

計画 17,734 15,006 計画－提案 △ 2,953 講座内容の見直し人件費

実績 21,815 16,734 実績－計画 4,081

提案 20,687 14,162

（単位：千円）

    イ　支出

（単位：千円）

費　目 令和６年度
【参考】
令和５年度

計画実績差異・要因分析

差異 主な要因

計画 42,751 34,567 計画－提案 420合計

実績 42,268 33,854 実績－計画 △ 483

提案 42,331 33,597

1,614 計画－提案 420 実施講座数の精査による

提案 1,000 158
その他収入

実績 1,011 1,153 実績－計画 △ 409 単価の高い講座の受講者数の減による

計画 1,420

周辺施設との競合による諸室利用率減

計画 600 750 計画－提案 0

差異

利用料金収入

実績 526 498 実績－計画 △ 74

提案 600 1,236

40,731 32,203

32,203 実績－計画 0 －

40,731 32,203 計画－提案 0 －

主な要因

計画実績差異・要因分析

指定管理料

実績

計画

提案

40,731

費　目 令和６年度
【参考】
令和５年度

４　収支状況

（１）必須業務収支状況

    ア　収入

- 2 - 



【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　評価項目③について
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の９４％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の９１％以上９４％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８８％以上９１％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の８３％以上８８％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の８３％未満

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　評価項目①、②について
　Ａ：成果指標が市設定の数値目標の１２０％以上（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＢとする。）

　Ｂ：成果指標が市設定の数値目標の１０５％以上１２０％未満（ただし、指定管理者設定の目標に達していない場合はＣとする。）

　Ｃ：成果指標が市設定の数値目標の８５％以上１０５％未満
　Ｄ：成果指標が市設定の数値目標の６０％以８５％未満
　Ｅ：成果指標が市設定の数値目標の６０％未満

①来園者数１１０，０００人以上の達成 Ｃ 来園者数：１０９，１８４人　達成率：９９．７％

③農林業体験教室参加者のうち、農林業に
対する理解度が向上したと回答した割合９
０％以上の達成

Ａ 回答割合：９９．７％

②農林業体験教室参加者数１，４００人以
上の達成 Ｃ 参加者数：１，４５２人　達成率：１０３．７％

総支出 46,941 45,004
収　支 △ 4,564 △ 4,516

△ 771

令和６年度 【参考】令和５年度

総収入 42,377 40,488

△ 3,745

自主事業

収入合計 109 6,634
支出合計 4,190 7,405
収　支 △ 4,081

５　管理運営状況の評価

（１）管理運営による成果・実績（成果指標の目標達成状況）

評価項目 市の評価 特記事項

利益の還元額

利益還元の内容

（３）収支状況

必須業務

収入合計

支出合計

収　支

42,268 33,854
42,751 37,599
△ 483

（単位：千円）

合計 実績 4,190 7,405

間接費の配賦基準・算定根拠

間接費 実績

利用料金 実績

その他事業費 実績

使用料 実績 167 481
事業費 実績 1,923 3,992

事務費・管理費 実績 433
委託費 実績

（単位：千円）

費　目 令和６年度
【参考】
令和５年度

人件費 実績 2,100 2,499

実績 109 6,634

（単位：千円）

自主事業収入

その他収入

合計

費　目 令和６年度
【参考】
令和５年度

実績 109 6,634
実績 0 0

（２）自主事業収支状況

イ　支出    ア　収入
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（２）利用者サービスの充実

Ｃ Ｃ

Ｃ

優先的に市内業者に発注している。
前指定管理者の時の職員を引き続き雇用
し、新規採用の際も市内在住者の雇用に配
慮している。本施設での障害者雇用は行っ
ていないが、法人としては、障害者雇用の
基準を満たしている。

【評価の内容】
　Ａ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を上回るなど、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね管理運営の基準・事業計画書等に定める水準どおりに管理運営が行われていた。
　Ｄ：一部、管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、改善の余地がある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営の基準・事業計画書等に定める水準を満たしておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

（４）経済農政局指定管理者選定評価委員会意見を踏まえた対応

意見の内容 意見対象年度 対応・改善の内容

市内業者の育成

市内雇用への配慮

障害者雇用の確保

施設職員の雇用の安定化への配慮

Ｃ

（１）幅広い施設利用の確保

Ｃ Ｃ 事業計画書・提案書のとおり実施されてい
る。

自主事業の効果的な実施

４　その他

事業計画書・提案書のとおり実施されてい
る。

利用者への支援

利用者意見聴取・自己モニタリング

（３）施設における事業の実施

Ｃ Ｃ 事業計画書・提案書のとおり実施されてい
る。

施設の事業の効果的な実施

開館時間・休館日

利用料金設定・減免

利用促進の方策

３　施設の効用の発揮

Ｃ

（２）施設の維持管理業務

施設の保守管理

設備・備品の管理・清掃・警備等

（１）人的組織体制の充実

管理運営の執行体制

必要な専門職員の配置

従業員の能力向上

Ｃ 適正に執行体制が整えられている。

Ｃ Ｃ 適正に施設の維持管理が行われている。

リスク管理・緊急時対応

２　施設管理能力

市の指定管理料支出の削減 Ｃ 指定管理料：40,731千円　提案額：40,731千円（同額）

【評価の内容】※数値はいずれも原則であり、特殊な事情がある場合は当該事情も含め、総合的に判断する。
　Ａ：選定時の提案額から１０％以上の削減
　Ｂ：選定時の提案額から５％以上１０％未満の削減
　Ｃ：選定時の提案額と同額又は５％未満の削減
　（Ｄ・Ｅ：選定時の提案額を超える支出を行うことはないため、該当なし）
　－：対象外（市の指定管理料支出がない。）

（３）管理運営の履行状況

評価項目 自己評価 市の評価 特記事項

Ｃ 事業計画書・提案書のとおり実施されてい
る。Ｃ

１　市民の平等利用の確保・施設の適正管理

市民の平等利用の確保

関係法令等の遵守

（２）市の施設管理経費縮減への寄与

評価項目 市の評価 特記事項
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子どもが講座で作ったものを販売する機会等があると良い 検討して参ります。

食や暮らしの大切さを改めて実感するいい機会になりました。 ありがとうございます。

もう少し体験イベントの参加数を多くしてほしい。 検討して参ります。

結果

（２）市・指定管理者に寄せられた主な意見・苦情と対応

主な意見・苦情 指定管理者の対応

６　利用者ニーズ・満足度等の把握

（１）指定管理者が行ったアンケート調査

実施内容

調査方法

回収数

質問項目

主としてオンラインアンケートによる調査を実施するとともに、館内にアンケート用紙・回収箱を
配置し、来園者から意見の収集を行った。また、イベントや会議室利用時にアンケート用紙を配布
し、回答者数増加を図った。なお、農林業体験教室は別途アンケートを実施した。

1,280枚

（１）居住地　（２）性別　（３）年齢　（４）利用目的　（５）同伴者　（６）交通手段　（７）来園
回数　（７）満足度　①施設の状況　②管理・運営　（８）教室の参加状況

【単位はすべて％、端数処理の関係で合計が100にならないことがある。】

（１）居住地
市内 県内 県外 未記入

人数 87% 10% 3% 0%

（２）性別
男 女 その他 回答しない 未記入

人数 35% 63% 0% 0% 2%

（３）年齢
年齢 10歳未満 10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上 未記入

人数 6% 4% 2% 25% 30% 16% 10% 4% 2% 2%

（４）利用目的
施設見学 教室受講 会議室の利用 図書室の利用 マルシェ コミュニティ 散歩 その他 未記入

人数 1% 3% 2% 1% 82% 2% 5% 2% 1%

（５）同伴者
家族 友人 個人 団体 その他 未記入

人数 69% 22% 6% 1% 0% 2%

（６）交通手段
乗用車 バス 徒歩 自転車 その他 未記入

人数 75% 5% 12% 3% 0% 4%

（７）来園回数
初めて 2回目 3回目 10回以上 定期的 未記入

人数 40% 8% 33% 15% 3% 1%

（８）満足度
①施設の状況
満足度 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入
人数 70% 22% 4% 1% 0% 2%

②管理・運営
満足度 満足 やや満足 普通 やや不満 不満足 未記入
人数 73% 21% 4% 0% 0% 1%

（９）教室の参加状況
教室 ファームスクール キッズスクール ライフスタイル 昨年 未参加 未記入

人数 7% 8% 9% 2% 52% 21%

- 5 - 



（３）経済農政局指定管理者選定評価委員会の意見

・施設維持管理業務については、概ね事業計画どおり実施されていると判断できる。
・利用者数は、概ね数値目標を達成するとともに、農林業体験教室の参加者数及び農林業体験教室における「農林業
に対する理解度が向上したと回答した割合」は数値目標を達成しており、指定管理者の幅広い業務に基づくノウハウ
が発揮され、結果の達成に至ったと高く評価できる。
・ただし、自主事業については、指定管理者の責任で実施する事業ではあるが、今後の事業展開に向けた初期投資で
あることは理解できつつも、収支比率が低いため、自主事業の赤字によって安定的な管理運営が揺らぐことのないよ
うにされたい。
・財務基盤の安定化を図り、指定管理業務を着実に遂行されたい。

（２）市による評価

総括
評価 Ｃ 所見

・施設維持管理業務については、運営体制に不安定な時期もあったが、
概ね事業計画どおり実施されていた。
・利用者数は数値目標を概ね達成するとともに、農林業体験教室につい
ては、幅広い世代が楽しめる講座を実施し、数値目標を達成したこと
は、高く評価できる。総じて、概ね、必須事業については、市が指定管
理者に求める水準等に即した管理運営が行われていると評価できる。
・自主事業については、今後の事業展開に向けた初期投資であることは
理解できるが、収支比率が著しく低いため、自主事業の赤字によって安
定的な管理運営が揺らぐことのないよう対応されたい。

【評価の内容】
　Ａ：市が指定管理者に求める水準等を大きく上回る、特に優れた管理運営が行われていた。
　Ｂ：市が指定管理者に求める水準等を上回る、優れた管理運営が行われていた。
　Ｃ：概ね市が指定管理者に求める水準等に則した、良好な管理運営が行われていた。
　Ｄ：管理運営の一部において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、改善の余地のある管理運営が行われていた。
　Ｅ：管理運営全般において市が指定管理者に求める水準等に達しておらず、速やかな改善が求められる管理運営が行われていた。

７　総括

（１）指定管理者による自己評価

総括
評価 Ｃ 所見

・施設運営業務、維持管理業務及び経営管理業務については、運営体制
が不安定な時期もあったが、概ね計画どおり実施することが出来た。
・指定管理開始当初は、イベントや各種講座の広報等を実施することが
できず、利用者数が低調であったが、９月のふるさとフェスの開催を機
に、指定管理者変更に伴う新たなコンテンツの周知が進み、最終的に
は、利用者数は109,184人で数値目標達成率は99.3％で、概ね目標値を達
成するとともに、農林業体験教室の参加者数は1,452名で数値目標達成率
は103.7％に、農林業体験教室における「農林業に対する理解度が向上し
たと回答した割合」は99.7％と数値目標を達成した。
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